
令和３年度
第３回 熊取町下水道事業経営委員会

日時： 令和４年２月７日（月）

時間： １５：００から

場所： 熊取町役場北館３階 大会議室
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I. 使用料見直し検討について

II. その他

はじめに

本日の内容
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Ⅰ. 使用料見直し検討について
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1．収支計画の基本条件の見直し
（１）見直し項目とその理由

項目 説明 変更した理由

人口普及率の見直し

熊取町下水道ビジョンでは人口普及率
の増加をR2～R3は前年比+0.67％、R4以
降は+0.83％～+0.84％と見込んでいたが、
見直し後はR2を決算数値とし、そこか
ら、R3～R4は+0.7%、R5以降は+0.8%と
した。

令和2年度の決算状況を踏ま
えると、下水道ビジョン策定
時より、実際の人口普及率が
上昇したため。

有収水量の見直し

熊取町下水道ビジョンでは1人1日あた
り有収水量の減少を見込んでいた（ビ
ジョンP111）が、令和元年度実績の
277ℓ/日のまま推移するものとした。

令和2年4月からの大口利用者
の増加などにより、使用水量
の減少傾向が緩和されている
ことを踏まえ変更。

一般会計からの人件費負担金

一般会計から人件費負担分として年500
万円を収入することとなった。
（500万円×4年間＝計2,000万円を
一般会計補助金で受ける）

組織改編に伴う変更。
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（２）人口・水量の見通し

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
行政区域内人口 42,426 42,107 41,789 41,392 40,995 40,597 40,200 39,803

水洗化人口

(水洗化率94%)
33,829 33,891 33,950 33,939 33,921 33,897 33,868 33,832

人口普及率 84.8% 85.6% 86.4% 87.2% 88.0% 88.8% 89.6% 90.4%
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100.0%

25,000

27,000

29,000

31,000

33,000

35,000

37,000

39,000

41,000

43,000

45,000
(人)

水洗化人口の見通し

参考

ビジョン策定時
水洗化人口
（水洗化率94%）

33,524 33,602 33,676 33,680 33,678 33,671 33,657 33,636

ビジョン策定時
人口普及率 84.1％ 84.9％ 85.7％ 86.6％ 87.4％ 88.2％ 89.1％ 89.9％
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（３）見直し後使用料対象経費と使用料収入の不足する割合

（算定期間 令和5年度～令和8年度）
※ 基本条件を見直したことにより、使用料対象経費及び使用料収入の不足割合は下図青字のとおりとなった。

維持管理費 1,326百万円

・管渠費 272百万円
・総係費 330百万円
・流域下水道管理費 642百万円
・ストックマネジメント事業

82百万円

維持管理費 1,326百万円

・管渠費 272百万円
・総係費 330百万円
・流域下水道管理費 642百万円
・ストックマネジメント事業

82百万円

資本費 3,023百万円

・減価償却費 2,764百万円
・資産減耗費 1百万円
・企業債利息 258百万円

資本費 3,023百万円

・減価償却費 2,764百万円
・資産減耗費 1百万円
・企業債利息 258百万円

健全な経営を確保するため
に必要な費用
・資産維持費 10百万円

健全な経営を確保するため
に必要な費用
・資産維持費 10百万円

控除額 2,169百万円
→2,189百万円

・雨水処理負担金 36百万円
・一般会計補助金 746百万円

→766百万円
・⾧期前受金戻入
（国庫補助金） 444百万円
（受贈財産） 943百万円

控除額 2,169百万円
→2,189百万円

・雨水処理負担金 36百万円
・一般会計補助金 746百万円

→766百万円
・⾧期前受金戻入
（国庫補助金） 444百万円
（受贈財産） 943百万円

使用料対象経費

2,190百万円
→2,170百万円

使用料対象経費

2,190百万円
→2,170百万円

5百万円×4年＝
20百万円

5百万円×4年＝
20百万円

△20百万円△20百万円

使用料収入
1,867百万円

→1,908百万円

使用料収入
1,867百万円

→1,908百万円

不足額 323百万円
→262百万円

不足する割合 18%
→14%
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■向こう10年間の使用料収入が対象経費に不足する割合の目安（見通し）

改定年度
(4年に1回) 令和5年度 令和9年度

不足する割合
の目安

18%
→14%

25%
→20%

※ 上記の割合は現行の使用料と比較した場合のパーセンテージ
※ 令和9年度の不足する割合は予測値です。令和5年度以降の状況により変動する可能性があります。

6%
→+5%

1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

1,800,000

2,000,000

2,200,000

2,400,000

対象経費 現使用料 対象経費 現使用料

R5～R8 R9～R12

(千円)
使用料対象経費と使用料の状況

使用料対象経費 現行使用料 （不足額）

14％
２0％
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２．使用料見直しの基本的な考え方
• 新たな算定方法に基づいた料金算出を実施し、基本料金を
可能な限り確保する

• 水量区分は上水道料金の区分と合わせ、現行と同一区分と
する

• 水量の少ない高齢世帯等への福祉的配慮を検討した上でボ
リュームゾーンを意識した料金設定とし、一方で大口利用
者へ過度な負担にならないよう留意する

• 近隣市町とのバランスを意識する
• ４年毎の見直しを実施するが、中期（10年程度）を見通し
た料金算定とする

• 一般会計からの基準外繰入に頼らない財政運営を目指すと
ともに、財政健全化の判断指標となる「当年度純利益」
「補填財源残高」「資金残高」についてビジョンに掲げる
目標を達成する
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（現行）

使用者群の区分 使用料

８㎥まで ８３６円(一律)

９～１０㎥ １１０円／㎥

１１～２０㎥ １２５円／㎥

２１～３０㎥ １４２円／㎥

３１～４０㎥ １６６円／㎥

４１～６０㎥ １９１円／㎥

６１～１００㎥ ２００円／㎥

１０１～５００㎥ ２４３円／㎥

５０１～１０００㎥ ２８６円／㎥

１００１㎥～ ３３０円／㎥

（改定案）

基本使用料 ６５０円／月

従
量
使
用
料

使用者群の区分 単価

０～１０㎥ ４９円／㎥

１１～２０㎥ １４２円／㎥

２１～３０㎥ １８７円／㎥

３１～４０㎥ ２１６円／㎥

４１～６０㎥ ２２１円／㎥

６１～１００㎥ ２３６円／㎥

１０１～５００㎥ ２７５円／㎥

５０１～１０００㎥ ３１４円／㎥

１００１㎥～ ３３４円／㎥

基本
水量制

基本水量制
は廃止

3．改定料金表について
（１）新旧対比表（１か月につき・税抜）



（２）改定による影響額（1か月につき・税抜）
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使用水量 改定前 改定後 影響額 改定率
堺市以南で
比較した順位
(高い方から)

１㎥／月 ８３６円 ６９９円 △１３７円 △１６.４％ ５位

２㎥／月 ８３６円 ７４８円 △８８円 △１０.５％ ５位

３㎥／月 ８３６円 ７９７円 △３９円 △４.７％ ５位

４㎥／月 ８３６円 ８４６円 ＋１０円 ＋１.２％ ５位

８㎥／月 ８３６円 １,０４２円 ＋２０６円 ＋２４.６％ ４位

１０㎥／月 １,０５６円 １,１４０円 ＋８４円 ＋８.０％ ６位

２０㎥／月 ２,３０６円 ２,５６０円 ＋２５４円 ＋１１.０％ ６位

３０㎥／月 ３,７２６円 ４,４３０円 ＋７０４円 ＋１８.９％ ３位

４０㎥／月 ５,３８６円 ６,５９０円 ＋１,２０４円 ＋２２.４％ ３位

６０㎥／月 ９,２０６円 １１,０１０円 ＋１,８０４円 ＋１９.６％ ３位

１００㎥／月 １７,２０６円 ２０,４５０円 ＋３,２４４円 ＋１８.９％ ３位

５００㎥／月 １１４,４０６円 １３０,４５０円 ＋１６,０４４円 ＋１４.０％ ５位

１０００㎥／月 ２５７,４０６円 ２８７,４５０円 ＋３０,０４４円 ＋１１.７％ ５位
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■堺市以南下水道使用料料金表 単位：円（税抜）

熊取町
旧

熊取町
新

熊取町
新

堺市 高石市 泉大津市 忠岡町 和泉市 岸和田市 貝塚市 泉佐野市 田尻町 泉南市 阪南市 岬町

基本料金 836 500 650 665 325 361 315 520 1,050 849 450 640 475 903 414

基本水量有無 有 無 無 無 無 無 無 無 有 有 無 有 無 有 有

有の場合何㎥まで 8 10 10 8 8 6

1㎥～5㎥ 85

6㎥

7㎥～8㎥

9㎥～10㎥ 110 136

11㎥～15㎥ 141

15㎥～20㎥ 147

21㎥～30㎥ 142 197 187 200 149 147 136 196 130 153 100 171 152 115

31㎥～40㎥ 166 228 216 126

41㎥～50㎥ 138

51㎥～60㎥

61㎥～70㎥

71㎥～100㎥ 184

101㎥～200㎥ 278 232 207

201㎥～300㎥

301㎥～500㎥ 306 280 238 231

501㎥～1,000㎥ 286 332 314 360 346 314 265 265 321 262 276 212 357 276 276

1,001㎥～5,000㎥ 279

5，001㎥～ 292

基
本
料
金

従
量
料
金

52 49 50

125 150 142 140

90

143

92

86

140 103

84 76 56 45

134 138

123

122 156 107

16

155 184 115 199 165

191 233 221

270 232

210 193 180 157 150 212

143 228 206

161

200 249 236

209 180 177 286 187 213

317 249 230

330 352 334 395 379 333 285

210 204

312 229 243 172243 290 275 335

271 242

322332 276 289 270 395 300
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（税込）

熊取町
旧

熊取町
新

熊取町
新

堺市 高石市 泉大津市 忠岡町 和泉市 岸和田市 貝塚市 泉佐野市 田尻町 泉南市 阪南市 岬町

910 600 760 786 449 490 430 633 1,155 933 544 700 540 993 450

4 7 5 4 12 10 13 7 1 3 8 6 9 2 11

910 660 820 841 542 584 513 695 1,155 933 594 700 557 993 450

4 7 5 4 11 9 12 7 1 3 8 6 10 2 13

910 720 870 896 634 677 597 756 1,155 933 643 700 575 993 450

4 6 5 4 10 8 11 6 1 3 9 7 12 2 13

910 770 930 951 727 771 680 818 1,155 933 693 700 592 993 450

5 7 5 3 8 7 11 6 1 4 10 9 12 2 13

910 1,000 1,140 1,171 1,096 1,161 1,015 1,064 1,155 933 891 700 942 993 650

10 7 4 1 5 2 7 6 3 10 11 12 9 8 13

1,160 1,120 1,250 1,281 1,281 1,359 1,182 1,188 1,155 933 990 890 1,257 1,292 860

8 9 6 3 3 1 8 7 9 11 10 12 5 2 13

2,530 2,770 2,810 2,821 2,755 2,877 2,535 2,530 2,871 2,110 2,530 1,830 2,830 2,876 1,990

8 6 6 5 7 1 8 9 3 11 9 13 4 2 12

4,090 4,930 4,870 5,021 4,394 4,494 3,888 4,026 5,027 3,540 4,213 2,930 4,711 4,548 3,250

8 3 3 2 7 6 10 9 1 11 8 13 4 5 12

5,920 7,440 7,240 7,331 6,517 6,474 5,615 5,676 7,359 5,245 6,237 4,200 6,900 6,363 4,640

8 1 3 2 5 6 10 9 1 11 8 13 4 7 12

8,020 10,010 9,680 9,641 8,640 8,454 7,342 7,326 9,691 6,950 8,261 5,460 9,089 8,178 6,160

8 1 2 3 5 6 9 10 1 11 7 13 4 8 12

10,120 12,570 12,110 12,611 11,192 10,753 9,322 9,273 12,837 9,007 10,604 7,040 11,597 10,444 7,930

8 3 3 2 5 6 9 10 1 11 7 13 4 8 12

12,320 15,310 14,700 15,581 13,744 13,052 11,302 11,220 15,983 11,064 12,947 8,610 14,105 12,710 9,700

8 3 3 2 5 6 9 10 1 11 7 13 4 8 12

14,520 18,050 17,300 18,551 16,296 15,351 13,282 13,167 19,129 13,121 15,290 10,180 16,613 14,976 11,720

8 3 3 2 5 6 9 10 1 11 7 13 4 8 12

16,720 20,790 19,890 21,521 18,848 17,650 15,262 15,114 22,275 15,178 17,633 11,760 19,121 17,242 13,750

8 3 3 2 5 6 9 11 1 10 7 13 4 8 12

18,920 23,520 22,490 24,491 21,400 19,949 17,242 17,061 25,421 17,235 19,976 13,330 21,629 19,508 15,770

8 3 3 2 5 7 9 11 1 10 6 13 4 8 12

125,840 151,120 143,490 171,891 148,340 134,789 115,802 112,761 162,701 117,995 126,896 89,010 156,819 127,198 114,440

8 4 5 1 4 6 10 12 2 9 8 13 3 7 11

283,140 333,720 316,190 369,891 338,640 307,489 261,552 258,511 339,251 262,095 278,696 205,610 353,169 278,998 266,240

6 5 5 1 4 6 11 12 3 10 8 13 2 7 9

500㎥

1,000㎥

80㎥

90㎥

100㎥

50㎥

60㎥

70㎥

10㎥

20㎥

30㎥

40㎥

1㎥

2㎥

3㎥

4㎥

8㎥
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3,332 
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61 53 13 7 
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水
量

(㎥
)

請
求
件
数
（
件
）

使用水量区分(㎥/月)

ボリューム
ゾーン

■ 使用水量区分別請求件数および使用水量（令和3年3月分）
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■改定後の1㎥あたりの使用料と汚水処理原価

汚水処理原価 … 下水道使用料収入の対象となった汚水量 （有収水量）1 立方メートルあたりどのくらい
汚水処理に費用がかかっているかを示す。

汚水処理費（公費負担分を除く）÷年間有収水量
＝（総費用 4,357,647千円－公費負担分 802,195円－長期前受金戻入 1,612,051千円）÷ 13,720,560㎥
＝ 1４１円64銭

211.5

130.3 114.0 128.0 147.7
164.8

183.5
204.5

260.9

287.5

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

350.0

4 8 10 20 30 40 60 100 500 1000

使
用
水
量

1㎥
あ
た
り

(円
)

使用水量(㎥)

1㎥あたりの使用料(税抜) 汚水処理原価(見込)

熊取町汚水処理原価
（R5～R8年度見込）

１４１．６円ボリューム
ゾーン
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0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

12,000,000

14,000,000

16,000,000

税込（円）

使用水量区分(㎥/月)

旧料金 新料金

■新旧料金収入比較（令和3年3月使用水量で試算）
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（３）改定後使用料の近隣自治体（堺市以南13市町）との比較
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7,040 
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9,007 9,273 9,322 
10,444 10,604 10,753 11,192 11,597 
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４．改定後の収支予測
■使用料対象経費の不足分と令和9年度以降新使用料を据え置いた場合の比較
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2,400,000

対象経費 現使用料 新使用料 対象経費 現使用料 新使用料 対象経費 現使用料 新使用料

R5～R8 R9～R12 R13～R16

(千円)

使用料対象経費 現行使用料 （不足額） 改定使用料

14％
20％

15％
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■当期純利益の予測

2,752 1,870 △2,071 △1,651 

△26,098 

△50,947 
△40,129 

△29,357 
△22,654 

2,752 

68,638 64,641 65,178 

40,710 

16,003 
26,595 

37,311 
43,943 

△60,000 

△40,000 

△20,000 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

千円

現行のまま 改定後

現行使用料のままでは赤字となる見通しであるが、使用料改定により収支が改善
し、毎年度当期純利益を確保できる見通しとなる。

※スライド4ページの基本条件見直し後の収支で比較。
※令和9年度の使用料見直し時は料金据え置きとして試算した。
※基準外繰入金は資金不足となる場合のみ不足分だけ収入するものとして試算した。

成果目標
当期純利益の確保 …毎年度
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■資金残高の予測

337,280 346,810 356,357 365,901 375,465 384,997 394,521 404,035 338,616 349,481 360,365 
371,245 382,148 399,431 442,436 

509,739 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000
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現行のまま 改定後

現行使用料のままでも計画期間内の目標3億円の確保は達成できる。

※スライド4ページの基本条件見直し後の収支で比較。
※令和9年度の使用料見直し時は料金据え置きとして試算した。
※基準外繰入金は資金不足となる場合のみ不足分だけ収入するものとして試算した。

成果目標
資金残高の確保
…計画期間内は3億円
⾧期的には下水道使用料の12か月相当分（5億4千万円程度）
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■補填財源残高の予測

211,949 221,479 231,026 240,570 250,134 259,666 269,190 278,704 213,285 224,150 235,034 
245,914 

256,817 274,100 
317,105 

384,408 

0
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200,000

250,000

300,000
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R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

千円

現行のまま 改定後

現行使用料のままでも計画期間内の補填財源の確保は可能である。

※スライド4ページの基本条件見直し後の収支で比較。
※令和9年度の使用料見直し時は料金据え置きとして試算した。
※基準外繰入金は資金不足となる場合のみ不足分だけ収入するものとして試算した。

成果目標
補填財源の確保 …毎年度
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５．まとめ

• 令和５年度に料金改定を実施し、その後12年間は料金を据
え置いた場合でも財政健全化の判断指標となる「当年度純
利益」「補填財源残高」「資金残高」は確保できる見通し
である。

• 今後も４年毎に料金見直し検討を実施する。

• 今回の料金見直しでの予測と大きな乖離がなく、また財政
の健全性も確保できる状況であるならば、料金は改定せず
据え置く。
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Ⅱ. その他
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